
１　総合計画進行管理

市民からの
意見・反応等

3.381

数値指標
の考え方

指標設定
の考え方

施策目標

当施策を重要と感じている市民の割合
重要度

加重平均値

目標値設定
の考え方

・適正な管理運営と計画的な施設の維持管理に努める。
・斎場の供用開始から約１０年が経過し、機器等のピークを迎えていることから、費用の軽減を図りながら対処していく。

取組方針

　　　平成２６年度に向けた施策方針

広域斎場の適切な運営管理を進めながら、住民サービスの向上に努めます。また、墓地の経営許可にあたって
は、需要の動向や周辺環境に配慮した適切な誘導を行います。

現況と課題

本市の斎場は、笠間市・水戸市（内原地区）・城里町（七会地区）で構成する一部事務組合「笠間地方広域事務
組合」により、火葬場とセレモニーホールをあわせ持つ総合的な施設として運営されています。
平成２２年度からは専門的な知識や技術が必要な火葬部門の業務を民間の専門業者へ委託したことにより、業
務の信頼性や安全性が向上したほか、火葬炉の故障等の緊急時についても迅速に対応ができるなど、より一層
安心感が高まりました。
また､墓地については、友部地区に民営の霊園墓地が整備されているほかは各地区の寺院墓地や点在する小
規模墓地が利用されています。
今後は、急速な高齢社会の進展に伴い火葬需要の増加が見込まれる中で、斎場の老朽化等による施設の維持
管理費の増加が懸念されることから、より一層効率的な斎場運営や市民サービス向上を目指していく必要があり
ます。

H27

　　　施策目標を達成するための手段（事務事業）の構成は妥当か

市民の要望に答えて、火葬・告別式等を円滑に執り行う。

小政策

政策

１　だれにもやさしく、潤いのある生活環境を整えます
政策体系

第４章　自然と共生した安全でやさしさのあるまちづくり 〔生活環境〕

市民課
環境保全課

施策コード

平成２５年度施策評価シート（平成２４年度実施事業）

施策名
4-1-7

作成主管課

斎場・墓地
関係課

　　　市がやるべきこと。県がやるべきこと。国がやるべきこと。

（１）目標指標１

ベンチマーク
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単位
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２　施策の成果向上に向けての市民と行政との役割分担をどう考えるか

市民の役割

　　　取り組み内容と成果，成果が得られた要因として考えられること。

年１回の火葬施設の総点検と月１回の巡回点検を実施し、火葬時の事故防止に努めた。
取組状況等

行政の役割

３ 平成２４年度の取組状況

　　市民(地域・団体・事業所）が自助でやるべきこと。共助でやるべきこと。市と協働でやるべきこと。

４ 施策の評価（現状分析）

　　　平成２５年度以降に残る課題，その要因として考えられること。

・施設の老朽化に伴う、改修費用の増加が見込まれる。
・公債費の償還が平成２６年度にピークとなる。

残された課題

市民満足度は低下したが、実感度は平均をうわまわっているので、市民の要望には答えられた。
達成度評価

適正な火葬執行及び墓地の適正管理に対する事業として適正である。
構成事務事業

の適正性

　　　指標を分析した結果施策目標は達成されたのかH23現状値

市民実感度

加重平均値

71.39085.750
市民実感度指標

斎場運営が適切に行なわれていると感じている
市民の割合 3.161 2.959
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（２）目標指標２
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５ 今後の方向性

○市民実感度指標と数値指標の分析による当該施策の位置

　領域Ⅰ　現状を維持しつつ，効率化を目指す領域

　領域Ⅱ　施策を構成する事務事業及び事業内容等を見直し
　　　　　　 市民実感度を高める必要のある領域

　領域Ⅲ　施策並びに構成する事務事業の必要性を検討する
              領域

　領域Ⅳ　施策の重点化を図り市民実感度を高める必要がある
              領域
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　総合計画後期基本計画の内容
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施策を構成する事務事業 事業内容

墓地管理事務1

笠間地方広域斎場運営事務2

3

平成２３年度 平成２４年度

３市町の広域事務組合により、火葬場とセレモニーを併せ持ち要
望に応じて火葬及び告別式等を行う。

義務的事業
地区別利用割合「笠間」
「水戸」
「城里」

％
86
10
3

成果指標

8

9

貢献度評価事務事業性質
単位

義務的事業 義務的事業
墓地の経営許可等において、需要の動向や周辺環境に配慮した
適正な誘導を行う。

平成２４年度

－

平成２３年度

－

平成２２年度

－

補助区分
事業費（千円）

－

平成２２年度

00 1

成果

許可件数 件
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88
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9
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義務的事業市単独 161,856 179,619 153,680

161,856 179,619 153,680
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シート３－１　施策構成事務事業貢献度評価
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事業費合計



　　　　　シート１施策構成事務事業目的直結度評価

施策名 斎場・墓地

1

3

6 8 9

墓地管理事務
笠間地方広域斎場運営事務

2 4

5 7

法定受託事務（義務的事業に分類）

施
策
目
標
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対
す
る
事
務
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業
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意
図
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し
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い
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施
策
目
標
に
間
接
的
で

あ
る

施策の対象と事務事業の対象

施策の対象と一致している 施策の対象と概ね一致している 施策の対象と間接的（少数）である



　　　　　シート２施策構成事務事業貢献度評価

法定受託事務（義務的事業に分類）

墓地管理事務
笠間地方広域斎場運営事務

事務事業の休廃止検討エリア2 4

5 7

8 10

11 12

施策名 斎場・墓地

1

3

6

9
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事
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事
業
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目
的
の
直
結
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非
常
に
高
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高
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い

事務事業の成果

成果は高い
(上位）

成果はやや高い
（中位） 成果は低い、ほとんど出ていない若し

くは把握できない（下位）

成果は普通
（中位）
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